
いろどり豊かな魅力のあるまちへの課題
～「令和２年度生野区運営方針」より一部抜粋

●区の人口減少に歯止めをかけ、持続可能なまちとなるためには、主に若年・子

育て層の移住・定住を促進させることが必要。

●区の重要な地域資源のひとつである製造業事業所数の減少を防ぐためには、

次世代の育成や住工混在問題の解決のため、ものづくり企業の重要性を周知

し、区民の理解を図ることが必要。

●区の空家を地域資源として、建物所有者による自主的な利活用が進むよう、地

域主体の取組への支援が必要。

●区に存在する多様な地域資源を発掘し、魅力あるものに高めていくとともに、

区民のまちに対する愛着や誇りが高まるような取組や区の魅力・特色を区の

内外に向けて効果的に情報発信し、区に訪れ、住んでもらえるよう戦略的な

プロモーションが必要。

●コミュニティ豊かで住民主体の自律的な地域運営が行われるために、地域コ

ミュニティの活性化、市民活動の担い手の確保、マルチパートナーシップの拡

充、地域の状況に応じたきめ細かな支援等が必要。
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地域資源から魅力資源へ
ものづくりの伝統を守り、受け継がれるために

空き家の利活用による新たな魅力づくり

地域社会における住民自治の拡充
地域活動協議会への支援 等

生野区シティプロモーション
「生野の魅力」の発掘・浸透
区民のわがまち意識を育てる

令和２年度
主な取組
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◆取組の進捗状況

・こども工作教室の開催 １回（3月21日予定）
・「イスづくりワークショップ」の実施 1回（２月開催予定）
・工場見学会の開催（2月頃開催予定）
・「ものづくり百景」を活用したPR （随時）
・区HPのものづくりページのビュー数 1,785件（９月末時点）
※「ものづくり教室」（生野工業高校との共催）は中止

こども工作教室の様子（令和元年度） 工場見学の様子（令和元年度）

（１－１）ものづくりの伝統を守り、受け継がれるために
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区予算額 225千円
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【業績目標】

・見学会などへの参加者数：100人以上
・区HPのものづくりページのビュー数：2,400件／年

◆課題など

・少子高齢化、若者のものづくり離れにより後継者不足、技術の継承
が困難な状況である

・地域活性の観点からも、住民のものづくり企業への理解度促進、
ものづくりの担い手確保が困難な状況である

【今後の方向性】

小中高校生に向けてのイベントやワークショップ
を通じて、ものづくりの楽しさを知ってもらうきっ
かけづくりを行う。
また、「生野ものづくり百景」を使って、区内外

へ「ものづくりのまち生野」を発信していく。

（１－１）ものづくりの伝統を守り、受け継がれるために
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◆取組の進捗状況（９月末時点）

空き家の活用事例の紹介（３回） 生野空き家シンポジウム（１回）

【業績目標】

空き家利活用に関する取り組みが進んでいると感じる区民の割合：33％

（１－２）空き家の利活用による新たな魅力づくり

区予算額 346千円



◆課題など

空き家の増加は、コミュニティの衰退やまちの魅力の低下など、
地域の課題となっている。
一方、長屋については住みたい方も多く人気があるが、不動産

市場には出てこない。

【今後の方向性】

空き家所有者の所在・活用意欲調査を実施し、新たな空き家のオーナーを発

掘しながら、空き家活用プロジェクトへ繋げるとともに、地域と連携してまちづくり
の一環として空き家等を活用した地域活性化に取り組む。

（１－２）空き家の利活用による新たな魅力づくり

65

ま
ち
未
来

◆参考データ（平成30年住宅・土地統計調査）

・空家率 19.9％（5位/24区） ・その他の住宅※ 5,870 （1位/24区）
・長屋率 11.6%（1位/24区） ・長屋の木造比率 11.2%（1位/24区）
※その他の住宅とは、二次的・賃貸用・売却用以外の空き家を指す。



◆取組の進捗状況

・広報紙の全戸配布の実施（通年）

・区広報紙にてテーマを設定した特集記事・連載記事の作成：毎月

（２－１）「生野の魅力」の発掘・浸透
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区予算額 25,479千円
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・その他各種広報ツールを活用し、まちに魅力を感じるような情報発信

・生野区公式ブログ「チームいくみん通信」
（13件投稿・16,062件ビュー 10月末時点）

・各種イベント等の報道提供、メディアへの積極的な情報提供
（8件提供・29件取り上げ：10月末時点）

・官民連携による「シティプロモーション」の推進

シティプロモーション・オープン会議から生まれ、
事業連携協定を締結した「（一社）いくのもり」と連携
※Creema × いくの「いくのみんなの文化祭」への協力

【業績目標】

・公式ブログのビュー数の年間目標：18,000件

・提供した情報がメディアで取り上げられた回数：12回以上

（２－１）「生野の魅力」の発掘・浸透
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◆課題など

・生野区の魅力を発掘し内外に浸透させていくことが必要。

→ 生野区に住んでいる方が感じている区の魅力や、子育て層
が移り住みたいと思う情報、若者が訪れたくなるような情
報の発信強化

【今後の方向性】

・生野区のまちを持続可能で発展するまちとするため、区内の魅力
の発掘・発信や資源（ヒト・モノ・カネ）の循環の活性化といっ
た、シティプロモーション戦略、特に、若年・子育て層への効果
的な情報発信に取り組む

・官民連携によるシティプロモーションの推進に向けて、引き続き
取り組む

（２－１）「生野の魅力」の発掘・浸透
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・魅力情報発信（チラシ）

（２－１）「生野の魅力」の発掘・浸透
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◆取組の進捗状況

・生野のまちに誇りや愛着を持ち、生野区を盛り上げるために自主
的に活動している区民や団体等を区民に幅広く知ってもらい、
区内に「わがまち意識」を浸透させる。（通年）

・「生野区持続可能なまちづくり支援事業」をはじめ、生野区を盛り
上げるためのさまざまな取組を自主的に行っている区民や団体等の
活動紹介・応援（PR協力）等（通年）

【業績目標】

生野区を盛り上げるさまざまな取り組みが各地域で行われていること
を知っている区民の割合：60％以上＊

（２－２）区民のわがまち意識を育てる
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区予算額 25,479千円



◆課題など

【今後の方向性】
区民のまちに対する愛着や誇りといった、いわゆる「わがまち意識」

醸成のため、シティプロモーションの一環として、区民が持つ生野区に
対するイメージや評価の向上に向けて取り組む。
生野のまちづくりに区民が積極的に参加していることを発信し、まち

づくりへの一体感の醸成に取り組む。

（２－２）区民のわがまち意識を育てる
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区民アンケートからもわかるように、
区民が自分のまち生野区への魅力を感
じ、誇りに思うといった「わがまち意
識」がまだまだ十分ではなく、そのた
めの区民の満足度を引き続き高めてい
く必要がある。

生野区は、様々な人々が訪れ、住みたいと
感じられるような魅力あるまちだと感じますか。

R1区民
アンケート
より



◆取組の進捗状況

●地域活動協議会補助金
・地域活動協議会補助金を交付（4月）

①活動費補助金：活動費のうち、
補助金対象額の75％を補助

②運営費補助金：運営費のうち、
補助金対象額の100％を補助

地域まちづくり協議会の取り組み例

（子ども見守り活動）

【業績目標】
地域活動協議会の構成団体が、自分の地域に即した支援を受けることがで

きていると感じた割合：84%

区予算額 37,603千円

（３－１）地域活動協議会（まち協）の支援について
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◆課題など
複雑・多様化している地域課題への対応・解決に向けて、準行政的機能を有

する地域まちづくり協議会に対して財政的支援をすることにより、各地域の実
情に即した自律的、継続的かつ主体的な活動ができるように支援する必要があ
る。

【今後の方向性】
引き続き、地域まちづくり協議会に対して財政的支援をすることにより、

各地域の実情に即した自律的、継続的かつ主体的な活動ができるように支援
していく。

（各種事業：百歳体操） （会議風景）

（３－１）地域活動協議会（まち協）の支援について
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◆取組の進捗状況

●新たな地域コミュニティ支援事業

民間事業者の柔軟な立場やノウハウを活かせる中間支援組織を
活用して、引き続き地域まちづくり協議会の自主自律的な地域運
営に向け支援します。

・多様な地域活動との連携・協働に向けたネットワークづくりへ
の支援

・幅広い主体の発掘や新たな担い手の育成に向けた支援
・次世代につなげる地域活性化に向けた取り組みへの支援 など

【業績目標】

まちづくりセンター等の支援を受けた団体が支援に満足している
割合：79％以上

区予算額 14,565千円

（３－２）地域活動協議会（まち協）の自律運営促進について
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◆課題など
地域まちづくり協議会が自主自律的に地域運営ができるよう、

「開かれた組織運営」と「会計の透明性」の確保にとどまらず、
地域まちづくり協議会の事務局機能の充実や地域活動などを担う
人材の掘り起こし・育成が不可欠な課題となっている。

【今後の方向性】
引き続き、新たな担い手を発掘し、

地域まちづくり協議会とつなぐために
交流会を開催するなど、新しい取り組み
を進めていく。

地域虎の巻会議

（３－２）地域活動協議会（まち協）の自律運営促進について
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